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　気候変動を巡る国際動向は日々刻 と々変化しています。国内でも菅義偉首相が 2020 年 10
月の所信表明演説で「2050 年に二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする」と宣言され、同年
12 月には ｢2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略 ｣ が策定されました。更に
は、2021 年 4 月の気候変動リーダーズサミットにおいて、「2030 年度の温室効果ガス削減目
標を 2013 年度比で 46％削減する」と発表され、SDGs の理念にもある「環境」「経済」「社会」
という観点から、日本全体で脱炭素に向けた動きが加速しています。
　自動車業界は 100 年に一度の大変革期にあり、コネクテッド、自動運転、シェアリング、
電動化が加速すると言われていますが、これらに関わる製品を開発・製造・販売していく上に
おいても、性能・コストといった観点に加え、カーボンニュートラル実現に向けたライフサイ
クルアセスメント（LCA）を考慮した取り組みが企業の社会的責任として重要になります。
　クルマは、数万点の部品から組み立てられますが、それら部品は金属、セラミックス、半導体、
高分子材料等の様々な材料から構成されており、今後、LCA を意識した材料選定が必須とな
るでしょう。また、2021 年 4 月に「マテリアル革新力強化戦略」が策定される等、これまで
以上に製品の根幹を担う材料の技術革新への期待は大きくなっているように感じます。
　そんな期待高まる材料開発ですが、私にも走査型電子顕微鏡で様々な材料の中身を覗き、
得られた情報から真理を追究していた時期がありました。ラボにて材料やデバイスを作製し、
狙い通りの構造ができたか、顕微鏡を覗き込む日々でしたが、試行錯誤の中にも小さな新発
見がいくつもあり、探究の奥深さを感じました。そして、顕微鏡越しに狙い通りの幾何学模
様を発見した時、嬉しさのみならず、材料が織りなす神秘的で高い芸術性に感動すら覚えま
した。加えて、これまでは想像の域を出なかった材料の微細部を可視化したことにより、真
因に気づく、あるいは、新たな閃きにより、イノベーションが一気に加速し、事業化に向けて
駒が前に進むことも経験しました。このように、材料開発は失敗の連続ですが、数少ない偶
然の成功が次の探究の原動力になると思っております。
　また、当時は、ポラロイドカメラでの写真撮影で、写真フィルムが完成するまでの数分は
合格発表を待つ心境で、写真シートを開く瞬間の緊張は今でも覚えています。ただ、その後
の科学技術の進歩は目覚ましく、AI、IoT、ビックデータ等に代表される第 4 次産業革命により、
ポラロイド写真はデジタルデータに置き換わり、画像処理技術も格段に向上し、かつて観察
困難だった超微細な領域まで可視化できるようになりました。
　今後、仮想空間と現実空間がより緊密に連携したデジタルツインが一般的になり、カーボ
ンニュートラル実現に向けたデータ駆動型材料開発が加速しますが、仮想空間で最適された
解を現実空間にて再現・可視化し、真理を探究していくことの重要性は不変と考えています。
結びになりますが、古代ギリシャの哲学者ソクラテスの言葉「真理の探究なき人間は、生甲
斐のない人生だ」を心に留め、これからも仲間と共に真理を探究し、持続可能な地球環境の
実現に向けた革新技術創出の一役を担って参りたいと思っております。

飽くなき真理の探究

株式会社デンソー　先端技術研究所長　
伊藤　みほ
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事業報告

　日　　時　2021 年 5 月 28 日（金）15 時 30 分～ 17 時 5 分　Web 会議で開催
　議決事項　１．2020 年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　　３．第 12 回評議員会の開催について
　研究紹介　「脱炭素社会のパワーエレクトロニクスを支える半導体欠陥評価技術」
　　　　　　「ＡＩ的高度画像解析技術と電子顕微鏡技術を融合した次世代ナノ計測インフォマティックス」

　議  決  日　2021 年 6 月 15 日（火）16 時 00 分～ 16 時 55 分　Web 会議で開催
　議決事項　１．2020 年度決算の承認について 
　　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　　３．理事・監事の選任について
　　　　　　４．特別顧問・顧問の委嘱について
　　　　　　５．理事の報酬総額について
　　　　　　６．理事の退任に伴う退職金の支給について
　報告事項　１．2020 年度事業報告について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　　３．第７次中長期経営計画について
　　　　　　４．2021 年度事業計画及び予算について

　第 27 回理事会、第 12 回評議員会を新型コロナウイルス感染防止の観点から、Web 会議により開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第 27回理事会

○第 12回評議員会

　評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。
（2021 年 6 月 16 日現在）

役員の異動

１．評議員
　　◆　十倉　雅和　住友化学（株）　代表取締役会長
　　◇　尾堂　真一　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　　◇　勝野　　哲　中部電力（株）　代表取締役会長
　　◇　加藤　光久　元トヨタ自動車（株） 取締役副社長
　　◇　水野　明久　 ( 一社 ) 中部経済連合会 会長
　　　　秋田　重人　名古屋市　経済局　参事
　　　　安藤　直樹　名古屋鉄道（株）　車両部長
　　　　内田　吉彦　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　小野田久彦　東邦ガス（株）　執行役員
　　　　川原　伸章　（株）デンソー　執行幹部 ( フェロー ) 技術企画部長
　　　　木村　雅彦　（株）村田製作所  先端技術研究開発部 部長
　　　　郷　　泰彦　岐阜県 商工労働部 産業技術課長
　　　　後藤　光宏　住友電気工業（株）　常務執行役員
　　　　小西　崇夫　（株）東芝 執行役上席常務
　　　　武内　幸久　日本ガイシ（株）　シニアフェロー
　　　　永井　　淳　新東工業（株）　代表取締役社長
　　　　仲川　彰一　京セラ（株）　執行役員
　　　　永田　　滉　（株）ノリタケカンパニーリミテド　常務執行役員
　　　　西村　信治　（株）日立製作所 研究開発グループ 基礎研究センタ長
　　　　福田　嘉和　愛知県 経済産業局 技監
　　　　前川　睦敏　三重県 雇用経済部 ものづくり産業振興課長
　　　　矢野　　仁　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長

　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）
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事業報告

２．理事

３．監事

４．特別顧問

５．顧問

　　○　服部　哲夫　元トヨタ自動車東日本（株）　名誉顧問
　　　　小川　正樹　( 一社 ) 中部経済連合会　専務理事
　　　　加古　　慈　トヨタ自動車（株）　 先進技術開発カンパニー 材料技術領域 統括部長
　　　　小島多喜男　日本特殊陶業（株）　取締役 上席執行役員
　　　　七瀧　　努　日本ガイシ（株）　取締役 常務執行役員
　　　　鍋田　和宏　中部電力（株）　専務執行役員
　　　　四柳　　端　東芝エネルギーシステムズ（株）　 取締役常務
　　　　渡辺　弘之　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　獅山　有邦　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　森　　元秀　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　渡邉　直哉　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　執行理事

　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　武藤　陽一　( 公財 ) 中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　専務理事

　　　　豊田章一郎　トヨタ自動車（株）　名誉会長

　　　　飯島　澄男　名城大学　終身教授
　　　　大橋　正昭　元ファインセラミックスセンター 　理事長
　　　　岸　　輝雄　東京大学　名誉教授
　　　　木下　隆利　名古屋工業大学　学長
　　　　塩原　　融　元国際超電導産業技術研究センター 超電導工学研究 名誉所長
　　　　高尾　尚史　（株）豊田中央研究所　取締役
　　　　田澤　真人　産業技術総合研究所 中部センター 所長
　　　　種村　　榮　元ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　　　新原　晧一　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　野嶋　　孝　元ファインセラミックスセンター  理事長
　　　　平野　眞一　名古屋大学　名誉教授
　　　　牧島　亮男　北陸先端科学技術大学院大学　名誉教授
　　　　松尾　清一　名古屋大学　総長

　7 月 15 日（木）に、2021 年度 JFCC 研究成果発表会を
オンラインで開催しました。
　今年度は、『脱炭素イノベーションをめざした革新材料
開発 / 解析技術』をテーマに、14 件の口頭発表と 41 件の
ポスター発表を行い、373 名の方にご参加いただきました。
　オンラインでの開催でしたが、ポスター発表では活発な
意見交換が行われ、アンケートも概ね良好な結果であり、
成功裏に発表会を終了しました。来年も皆様のご意見を反
映した発表会を企画いたします。

2021 年度 JFCC 研究成果発表会を開催
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　5 月 13 日（木）に第１回目の「JFCC 先端技術セミナー」をオンラインで開催しました。今回は、『脱炭素イノベー
ションをめざした革新材料開発／解析技術』と題して、カーボンニュートラルに向けた取り組みが喫緊の課題となっ
ている昨今の状況を踏まえ、JFCC における当該分野での最先端の研究開発の取り組みとして以下の２件を紹介させ
ていただきました。
　１）脱炭素社会のパワーエレクトロニクスを支える半導体欠陥評価技術   （材料技術研究所　上級研究員　姚永昭）
　２）脱炭素社会に向けたマテリアルズインフォマティクス　　　　　　（ナノ構造研究所　主席研究員　森分博紀）
　189 名の多数の方にご参加いただき、それぞれの講演に対して、チャットおよび Web サイトへ質問、コメントを
いただきました。

　6 月 23 日（水）～ 25 日（金）の 3 日間にわたり、JFCC が協賛する「第
6 回 関西高機能セラミックス展」がインテックス大阪で開催されました。コ
ロナ禍での開催ではありましたが、6 月 20 日に大阪府の非常事態宣言が解除
されたことを受け、JFCC はコロナ対策を講じたうえで出展しました。
　JFCC の最新研究成果や企業様に広く活用いただける最新試験評価技術を紹
介し、非常事態宣言解除直後にもかかわらず、昨年度を上回る方々にご来場
をいただきました。

事業報告

第 6 回 関西高機能セラミックス展の協賛・出展

特許紹介

2020 年度 特許登録実績　(2020/4/1 〜 2021/3/31)

1 透過型電子顕微鏡像シミュレーション方法 2016.5.30 2016-107859 2020.4.15 6691823

2 2016.3.11 2016-48810 2020.4.27 6696802

3 蒸着処理装置 人工光合成化学プロセス技術
研究組合

（株）IHI

トヨタ自動車（株）

2016.3.29 2016-066576 2020.6.15 6717632

4 - 2016.5.23 2016-102805 2020.6.15 6717663

5 積層構造 - 2016.6.27 2016-126798 2020.7.15 6735164

6 -

国立大学法人　東京大学

2017.1.25 2017-11533 2020.8.25 6754305

7 高温部品 2016.3.4 2016-42718 2020.11.11 6792791

8 - 2016.8.26 2016-166309 2020.12.2 6803176

9 セラミックス成形体の製造方法 - 2016.12.28 2016-256687 2021.2.8 6835578

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

耐環境コーテイング部材

膜形成方法

セラミックス成形体の製造方法及び
それに用いる製造装置

多孔質アルミナ粒子材料の製造方法

単願特許（国内）：5件　共願特許（国内）：4件　　　【累積保有数：87件】

第１回 JFCC 先端技術セミナーの開催
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研究成果

謝　辞：本研究は知の拠点あいち重点研究プロジェクト、NEDO 未踏チャレンジ 2050、科研費 20K05355、
　　　   日本板硝子材料工学助成会助成金、および KEK 放射光共同利用にて実施されたものである。

実験方法： X 線トポグラフィー（XRT） ・実施場所 : 放射光施設（SPring-8、KEK-PF ）

・格子欠陥がデバイス性能を低下させる機構を解明するためには、結晶に内在する
欠陥の「静的」評価だけでは不十分

・デバイス動作中における欠陥の新規発生と構造変化をオペランド観察できる手法
が必要

・高空間分解能カメラを含む新たな光学系を構築し、欠陥の構造と三次元形態をリ
アルタイムで取得するX線トポグラフィー（XRT）の観察方法を確立

Y. Yao, Y. Tsusaka et al., Appl. Phys. Lett., 117, 092102 (2020).
Y. Yao, Y. Sugawara et al., Jpn. J. Appl. Phys., 60, 010908 (2021).

パワー半導体材料のＸ線トポグラフィーオペランド観察法開発

課  題

解決手段

成果・
新規性

・結晶欠陥をリアルタイムで観察可能なXRT光学系と観察方法を構築

・世界最高水準の原子核乾板を超える空間分解能でパワー半導体材料（SiC、
GaN、Ga2O3、AlN）の欠陥観察に成功

・パワーデバイスの故障原因同定
・パワーデバイスの信頼性評価
・パワー半導体結晶成⾧と欠陥低減技術の開発

期待される
市場・応用

発表文献

(a) 多波回折透過波 XRT の光学
系 ;（b）回折条件を満たすエワ
ルド球 ;（c）9 つの回折ベクトル
でリアルタイム撮影した AlN の
転位像（SPring-8）

（a） （c）

（b）

g=11-28 回折波 XRT で撮影した SiC の転
位像。
撮影媒体 :（a）高空間分解能カメラ（1 fps
リアルタイム像のうちの 1 枚） ;（b） 原子核
乾板像（露光時間 10 秒）（KEK-PF）

欠陥の高分解能リアルタイム観察
【技術シーズ:オペランド観察のX線トポグラフィー技術】

アピール
ポイント
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就任挨拶

　本年 6 月に専務理事に就任しました。JFCC の発展のため、微力ながらこれまでの知識経験などを活かし全力を尽くし
てまいりたいと思います。よろしくお願い申し上げます。

　さて、私にとってファインセラミックスとの出会いは、経済産業省の前身の通商産業省に採用された昭和 58 年のこと、
今後の技術革新と関連産業の飛躍的発展を期して新たにファインセラミックス室とバイオインダストリー室を設置したと
聞いたことに始まります。その後、広範なものづくりに関する政策企画立案にかかわるなかで、ファインセラミックス室、
中部経済産業局、名古屋大学などに所属し、ファインセラミックス分野の発展ビジョン、中部地域産業の振興、最先端
の研究開発分野の産学官連携などにかかわってまいりました。これまでの関係者の皆様のご厚誼にこころから感謝してい
る次第です。

　JFCC は、科学技術立国の形成に貢献するべく、まさにものづくり産業が集積する名古屋の地に研究開発の中核機関と
して設立されました。爾来 35 年以上の長きにわたり、先端的な研究開発や試験評価などの事業に継続的に取り組んで
まいりました。今日、材料技術研究所とナノ構造研究所の連携体制のもとに、進取の気概をもって産学官の関連機関との
コラボレーションを図りながら、世界最高水準の電子顕微鏡を中心に多数の分析評価、製造装置などを導入し、政府系
プロジェクトに参画することなどにより、素材研究開発を通じた環境・省エネ・安全などの社会のニーズに応えるべく挑戦
し続けています。

　今日、人類が直面している地球規模の課題として SDGｓなどが掲げられる一方で新型コロナによる感染症のために行
動が大幅に制約され社会構造が変化し、ものづくり産業にかかわる研究開発にも大きな変化が求められていると感じます。
このような時こそ、これまでに培った研究開発ポテンシアルを活かし、新たな価値創造に貢献する技術革新基盤の強化や
市場ニーズに応える革新的素材の研究開発などに現場志向でスピード感をもって取り組んでまいりたいと思います。

　みなさまには、これまでにも増してご指導・ご鞭撻を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。

JFCC専務理事に就任して

一般財団法人ファインセラミックスセンター
専務理事　獅山　有邦
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常務理事　　
渡邉　直哉

ナノ構造研究所　電池材料解析グループ　　
仲山　啓

研究企画部　業務グループ　　
堀見　和広

　2021 年 7 月 1 日付で中部電力株式会社から出向し、JFCC でお世話になります渡邉直
哉と申します。どうぞよろしくお願いいたします。1991 年に中部電力に入社以来、人事や
経営管理などの管理・間接部門の経験が長く、直近では監査役スタッフとして監査業務に
就いていました。
　JFCC との関係を申し上げると、10 年ほど前、中部電力からの JFCC 出向者の窓口を担
当していたことから、新たに設置された電子顕微鏡などを見せていただいたことが思い出
されます。また、土日には JFCC 付近を散歩していたなど、JFCC とは不思議とご縁があり、
今回こうした形でお世話になることを非常に喜んでいます。
　中部電力にも研究開発部門がありますが、業務上、これまであまり接点がなく、今回、
JFCC で研究に関する業務を一から勉強させていただきます。これまでは科学技術の進歩
を一市民や一企業人として享受するだけの立場でしたが、これからは、JFCC での仕事を通
じて科学技術の進歩に携わることができることを非常に誇らしく、また、楽しみにしていま
す。所員の皆さまから多くの知識や知見を吸収して、JFCC の発展に微力ではありますが尽
力して参りたいと思います。どうかご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。

　2021 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所・電池材料解析グループに配属されました仲山
啓と申します。修士・博士課程では早稲田大学小山研究室に所属し、透過型電子顕微鏡を
用いて準結晶および関連する金属間化合物の結晶学的特徴の解明に取り組んできました。
その後、東京大学幾原・柴田研究室に特任研究員として着任し、走査透過型電子顕微鏡
を用いてリチウムイオン電池を始めとする蓄電池材料の微細構造解析に従事してまいりま
した。
　現在 JFCC では次世代蓄電池の候補であるフッ化物イオン電池を中心に、走査透過型電
子顕微鏡による原子・ナノスケールでの充放電反応解析を進めております。今まで培ってき
た電子顕微鏡の経験に、JFCC に蓄積されている豊富な解析技術を合わせ、高品質な材料
の創生に繋がる新たな知見を生み出せるよう努力してまいります。至らぬ点も多々あるかと
存じますが、ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

　2021 年 4 月 1 日付けで株式会社ノリタケカンパニーリミテドから出向してまいりました
堀見和広と申します。出向前の担当は品質保証でしたが、それ以前は 27 年間にわたり開
発業務に携わっておりました。
　わたしと JFCC との関りは古く、大学生であった 1990 年に評価装置を借用しに訪問した
のを始まりとして、社会人になった後にも開発材料の物性評価でお付き合いを継続してま
いりました。この度、30 年以上を経て JFCC に出向することになり、改めて JFCC との縁を
深く感じております。
　今までは利用者の立場で JFCC と接してまいりましたので、JFCC を内部、外部の両方の
視点で見られるのが私の強みかと考えています。JFCC からより良いサービスを提供できる
ように誠心誠意取り組んでまいりますので、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたしま
す。

役員紹介
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　「第 6 回高機能セラミックス展」が下記日程で開催されます。コロナ禍ではありますが、JFCC は企業の皆さまに新た
なイノベーションを提案いたすべく協賛、ならびに、出展を計画しております。多くの方のご来場をお待ちしています。

第６回高機能セラミックス展への協賛・出展のご案内

事業案内

 ● 開催日時：2021 年 12 月 8 日 ( 水 ) ～ 10 日 ( 金 )
 ● 開催会場：幕張メッセ
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

　なお、コロナウイルス感染状況により延期、または、中止となる場合もございますので、詳しくは主催団体が掲載する
Web サイトをご確認ください。

の動きJFCC

2021 年 6 月 15 日付
　専務理事退任		  吉田　盛厚
　常務理事退任		  浅野　恭史

　専務理事就任		  獅山　有邦
　常務理事就任		  森　　元秀
　常務理事就任		  渡邉　直哉

2021 年 6 月 16 日付
　参与			   浅野　恭史

2021 年 6 月 30 日付
　出向元復帰
　　参与		  浅野　恭史　（中部電力株式会社）

人の動き

○公益社団法人日本セラミックス協会
　2021 年年会優秀ポスター発表賞　優秀賞
　受賞日　　2021 年 5 月 18 日
　受賞者　　松本　潮
　受賞題目　Yb2Ti2O7 における酸化物イオン拡散の第一原理分子動力学シミュレーション

○一般社団法人日本ファインセラミックス協会
　令和 2 年度功労賞
　受賞日　　2021 年 5 月 25 日
　受賞者　　安富　義幸

○公益社団法人日本セラミックス協会
　国際交流奨励賞 21 世紀記念個人冠賞　井関孝善賞
　受賞日　　2021 年 6 月 4 日
　受賞者　　小川　貴史
　受賞題目　耐熱性セラミックスにおける欠陥挙動の理論解析

表　彰


